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が目標とする 1 MW 出力時での残留線量の評価を行った。その結果、今回導入したコリメータ




数を現在の 80 %まで減らすことができるという結果を得た。 




























から, ビームロスが出力ビームパワーを制限する。したがって, 大強度出力を達成するためには, ビ
ームロスの低減, 及び制御が最重要課題である。真空チャンバー等に衝突しビームロスとなった陽子
は, 核反応により大量の二次粒子を発生させ, 真空チャンバーや周囲の機器を放射化し, 機器保守時
の作業員の被ばく原因となる。これまでの経験から作業場所での残留線量は 1 mSv/h 程度に抑制する
必要がある。本研究論文は, J-PARC 3GeV シンクロトロン（RCS）を用いて, 陽子加速器においてこれ
までビーム強度が小さい場合には観測されなかったビームロス, すなわち大強度陽子加速器で初めて
顕在化したビームロスの理解とその解決を目的とした。 







を証明した。最後に, 大強度陽子ビームに対して, 運動力学の線形効果, 及び非線形効果を考慮した
計算コードを構築し, RCS での１MW 出力時の大角度散乱起因のビームロスを最小限に抑制するビーム
入射方法を提示した。本研究の成果より, RCS の設計値である１MW 出力達成への制限を排除すること
ができた。実際, J-PARC RCS では平成 27 年 1 月 10 日に, 短時間ではあるが, 設計出力の１MW を達
成した。 
これらの成果は, 自立して研究活動を行うに必要な高度な研究能力と学識を有することを示してい
る。したがって, 加藤新一提出の博士論文は, 博士（理学）の学位論文として合格と認める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
